
38

会長：鳥居　和久PRESIDENT INFORMATION
会長インフォメーション

事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号
　　　　ホテルモントレ　ラ・スール大阪
電話：06-6937-8171 ファックス：06-6937-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：ホテルモントレ ラ・スール大阪
会長：鳥居和久／幹事：須田幸史朗／SAA：山本隆一
電子メール：rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 心機一転　Turn over a new leaf=新しいページをめくる 」

（2ページに続く）

経済と地域社会の発展月間/米山月間

皆さん　こんにちは。随分と涼しくなり、スーツ姿
の方が多くなってきました。
さて、先週、１０月１４日に、産業界を揺るがす
大事件が勃発しました。
日本製鉄は、トヨタ自動車と鉄鋼世界最大手の中
国鉄鋼集団の中核企業である宝山鋼鉄を、電気自
動車やプリウスなどのハイブリッド車のモータの鉄心
に使用している電磁鋼板の特許権を侵害していると
して東京地裁に提訴したと発表しました。トヨタと宝
山鋼鉄にそれぞれ２００億円の損害賠償と、トヨタ
には侵害している電磁鋼板を使用している自動車の
製造販売の差し止めを求める仮処分も申し立ててい
ます。大口顧客を訴えるということは相当な覚悟の
上だと思います。
日本製鉄は、複数のトヨタ車を解体したり、宝山
から鋼板を調達したりして成分を分析して、特許権
侵害を確認し、２年ほど前から申し入れをしていた

ものの話し合いがつかなかったということです。
トヨタは、材料メーカーは特許権を侵害してい
ないと言っているし、電磁鋼板に関する特許に関
する問題は、材料メーカー同士で協議すべき事案
であるから、大口顧客の自動車メーカーを相手に
訴訟提起したことは甚だ遺憾であるとのコメントを
発表しています。
トヨタは、自ら確認することなく、中国の材料メー
カーの言い分をそのまま受け取っているとしたら、
それは責任回避であり、言い訳にはなりません。
日本製鉄は、電磁鋼板は脱炭素時代のキーマ
テリアルであり、大変重要な技術であるから、侵
害されていることは看過できない、としていますが、
重要な技術にしては、特許出願は日本だけで、中
国にも米国にも出願していません。
中国で特許を取得しておけば、中国国内での製
造差し止めも請求できるでしょうし、米国で取得し

限りなき道ロータリー カチューシャの唄

〈第1729回〉 2021年10月26日（火） 本年度第14回

担当： 会員担当：大草会員

ビタミンC、D、亜鉛でコロナに克つ お昼の親睦例会
於：やまと

11月9日（火）

奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために



（１ページより）

本日は主として次の3点についてお話をさせてい
ただきたいと思います。

１　大阪鶴見RCの社会奉仕活動
２　withコロナ時代のその他の活動事例
３　社会奉仕活動の考え方

　私たち大阪鶴見RCの活動については、添付い
たしましたパワーポイントの資料をご覧ください。本
来の社会奉仕の趣旨にのっとった素晴らしい活動
であるとあらためて実感いたしました。

それでは、緊急事態宣言が長引く中、他のロータ
リークラブはどのような形で進めているのでしょう
か。『ロータリーの友』の「ロータリーアットワーク」に
は、日本全国のさまざまな活動が掲載されており、

山 崎 会 員 本日、代行で卓話をさせていただきま
す。よろしくお願いいたします。

秀 島 会 員 コロナの谷間をぬって、今年3月に亡く
なった友人の墓参りへ横浜へ、ご先祖
の墓参りへ故郷の唐津へ、ダッシュで
行ってきました。

秀 島 会 員 「どこでもドア」で先週は台湾、フラン
ス、ドイツ、ニュージーランド、インドに
行ってきました。360度画像によるVR
トラベル、楽しいですよ。

￥6000.-　　累計　￥128,000.-

￥2,000.-　　　　累計　￥12,000.-

１０月２４日さつまいもスクールの収穫があります。
１０月２３日クラブ国際奉仕委員長会議があります。
吉羽会員よろしくお願いいたします。
１０月２３日クラブ社会奉仕委員長会議があります。
水口会員よろしくお願いいたします。

ていれば、日本よりもはるかに大きい損害賠償額の
訴訟を提起できるため、違った展開になっていたか
もしれません。
　訴訟になるということは、どちらにも言い分がある
のでしょうから、今後の展開に注目したいと思いま
す。結論がでましたら、皆様に報告したいと思います
が、私の会長である間には結論は出ないと思いま
す。

卓 話

幹事報告 幹事：須田 幸史朗

担当：山崎会員

withコロナ時代の社会奉仕活動
～事例と考え方～



担当：稲垣会員

10月19日【1728回】

会員数　 　 　 　 2 8 名
（内出席規定免除 11名）

出席会員   14名中  11名

出席免除会員  11名中  7名

休止会員　　　   3名 

出 席 率 18/21  85.71%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 16名

前々回  10/5  Ｍ/Ｕ2名

修正出席率 18/21185.71%

奉仕活動の宝庫ともいえる内容で大変参考になり
ます。
１０月号にも写真編、文章編合わせて15の事例
が紹介されていますが、1年近く遡ってデータベー
ス的に確認してみますと、いくつかの共通点が浮か
び上がってきます。ここではそれを四つに絞って整
理してみましょう。
共通点の一つ目は、「野外」活動がほとんどだと
いうことです。まさにコロナ禍の典型的な傾向で、室
内は三密を避けることが難しく、中止になるケース
が多かったという事実が浮き彫りになっています。
今後の企画において、考慮しなければならない重
要な課題になるでしょう。

二つ目は、広義の「寄贈」が多いという点です。各
種コロナ対策用品、アマビエ像、モニュメント、時計
塔、広場、図書から植樹に至るまで、「ふれ合う」こと
がままならない中、寄贈に頼るのも仕方がないとい
えるかもしれません。
しかし、寄贈するだけではロータリーが行う社会
奉仕と言えるのか、疑問のあるところです。そこには
「奉仕の理想」に基づいた「ロータリーならでは」の
工夫が必要です。では、事例では、具体的にどのよう
な工夫がなされているでしょうか。
それが第一の工夫につながります。それは、社会
奉仕の目的を意識し、活動に織り込むことです。
「SDGs」というキーワードがかなり多いのもその現
れです。RI第2660地区が編集した『ロータリーの心
と実践（2014年版）』にも分野の例示が数多く掲載
されています。グローバル補助金の重点分野を参
考にするのもいいかもしれません。

いずれにせよ、
① どの分野を目的とした、
② どのような真のニーズに対して、
③ いかなる効果を生み出す活動なのか、

この三つの点をしっかりと見据える必要があるで
しょう。

四つ目は、「コミュニティを巻き込む」という工夫
です。ロータリーだけで実施するのではなく、イン
ターアクト、ローターアクトはもちろんのこと、行政、
さまざまな社会福祉団体、学校、NPO法人、その他
の市民団体、などを巻き込み、共同して活動を実践
することといった工夫が必要となります。

実は上記の「ロータリーの社会奉仕ならでは」の工
夫は、1905年にスタートした100年を超えるロータ
リーのさまざまな歴史の中に示されています。重要
なものを三つあげておきたいと思います。

一つ目は、『ロータリーの目的 第3』に記載があり、
歌にもなっている「奉仕の理想（Ideal of Service）」
です。奥深いこの言葉のすべてに言及することはで
きませんが、ポイントだけ申し上げると、以下の四つ
になります。

１ 先ずニーズを知ることが必要 
２ ニーズが満たされなければserveしたことにならない 
３ その人が欲求することとその人にとって本当
　　 に必要な事とは必ずしも一致しない
４ 本当に必要なものを適確に把握することが大切

特にこの中の３と４が大事だと言えるでしょう。
　
二つ目は『社会奉仕に関する1923年の声明』、三
つ目は1992年の規定審議会で採択された『社会奉
仕に関する声明』です。これらについては、『2019年
手続要覧』に「１ ロータリーの基本理念」として示さ
れておりますので、ぜひ目を通していただきたいと
思います。




